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スマートフォン決済サービス「PayB」取扱いに関する 

「武蔵野銀行アプリ」とのサービス連携について 

 

 

 当社は、株式会社武蔵野銀行（以下「武蔵野銀行」、本社：埼玉県さいたま市、取締役頭取：

長堀 和正）と業務提携し、当社の「PayB」サービスを武蔵野銀行のスマートフォンアプリ「武

蔵野銀行アプリ」（以下、「武蔵野銀行アプリ」）において、本日から提供することになりました

ので、お知らせいたします。 

 

 

 

 

                         

１．本件の経緯 

武蔵野銀行とは、2018年2月に「PayB」のホワイトラベル提供（※１）を通じて業務提携し、

利用者を拡大して参りましたが、この度、武蔵野銀行が提供する「武蔵野銀行アプリ」内におけ

るサービスとして「PayB」の取り扱いを開始いたしました。 

これにより、「武蔵野銀行アプリ」で税金や公共料金、通販代金などPayB加盟店の各種代金の

支払いを、コンビニエンスストアや金融機関などへ出向かずに、コンビニ等払込票のバーコード

や地方税統一QRコード（※２）を読み取り、武蔵野銀行の預金口座からリアルタイムで支払い手

続きを完結できるようになります。 

なお、「武蔵野銀行アプリ」内でのPayBサービスの取り扱い開始に伴い、「PayB for 武蔵野銀

行」は本年4月末をもってサービスを終了いたします。 

※1 PayBのロゴやアプリ背景、カラー等を武蔵野銀行向けにカスタマイズし、「PayB for 武蔵野銀行」アプリと 

して利用者に提供しております。 

※2 QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

 

２．今後の展開 

 当社では、金融機関および事業会社等に向けた「PayB」の提供を、今後も積極的に展開すると

ともに、払込票収納代行会社等との連携を推進し、利用者および加盟店の普及、拡大に努めてま

いります。 

 また、「武蔵野銀行アプリ」は、武蔵野銀行の個人のお客さま向けのアプリで、本件連携は同

アプリの基盤システム「TSUBASA FinTech共通基盤（※）」と「PayB」システムのAPI接続により

実現するものです。引き続き「TSUBASA FinTech共通基盤」を利用するその他金融機関との連携

× 



も進めていく予定です。 

※TSUBASAアライアンス参加行とT&Iイノベーションセンター株式会社(代表取締役社長 片山 雄一)が共同で構築

した、FinTech企業等の外部事業者が共通の仕様で銀行システムに接続できるオープンAPI基盤です。なお、

TSUBASAアライアンスとは、千葉銀行、武蔵野銀行、中国銀行、伊予銀行、東邦銀行、北洋銀行、第四北越銀

行、滋賀銀行、琉球銀行、群馬銀行の10行が参加する地銀広域連携の枠組みです。 

 

【関連リンク】  

株式会社武蔵野銀行 ： https://www.musashinobank.co.jp/ 

ビリングシステム株式会社 ： https://www.billingsystem.co.jp/ 

PayB専用サイト：https://payb.jp/ 

 

【本件に関するお問合せ先】      

ビリングシステム株式会社 PayB事業部 

〒100-0011 東京都千代田区内幸町１－２－２ 日比谷ダイビル13F   

           

e-mail：payb_bs@billingsystem.co.jp 

 

https://www.billingsystem.co.jp/
https://payb.jp/
mailto:payb_bs@billingsystem.co.jp

